
今月の読み物

「行徳ふれあい伝承館」を訪ねて

第 １班　株式会社布川商店
布川幸一郎（月報委員）

　この度、月報委員になりました 1班の布川です。皆様に是非紹介したい場所がありまして、投稿させ

ていただきました。

　それは、私の住む浦安市の隣町にある「行徳ふれあい伝承館」です。私がこの場所を知ったいきさつと

いうのも、つい最近のことで、そこからお話をしていきます。

　 5月の中頃に、数十年来行徳に住む私の友人から問い合わせの連絡がありました。

　追伸、彼のうちは代々地元で大工さんをしております。

　その彼から、「冬木町の押見銘木店さんを知らないか」との問い合わせでした。「なぜか」と聞くと、彼

は、「うちの兄貴が冬木町の神輿を浅子神輿店で造った際に、旧行徳市街を練った様子を押見さんが 8ミ

リで撮った記録があるので、それを譲って欲しい」とのことでした。

　私もそれではということで、偶然にも親戚が冬木に居るので聞いてみたところ、今では押見さんは店

をたたみ、お孫さんが住んでおられるとのことでした。しかし、記録は残念ながら残っておりませんで

した。ところが、当組合の元常務理事の山﨑氏のご紹介で、冬木町の神輿総代の藤原氏から、昭和37年

の連合神輿行脚のDVDを頂き、それに一部 8ミリの画像が残っておりました。

　それを見た行徳の方々は、大変感激したそうで、伝承館でも常時上映するようです。

　そんな訳で、これから浅子神輿店についてお話をしていこうと思います。

　創業は、室町時代後期で当主は代々浅子周慶を名乗り、平成20年に16代当主の急逝に伴い閉じました。

その間、千基を超える神輿を世に送り出し、中でも富岡八幡宮宮元の 1番、 2番は、16代製作のもので

す。

　しかし、創業当初は浅子屋といい、周慶は仏師だったそうで、神社仏閣の建設、仏様の彫刻など、す

べてのことに関わっていたそうで、特に12代が慶応 4年（1868）に成田山新勝寺に明王像を納めたことを

始めとし、昭和期まで全国の寺院の衆目を集めていたそうです。明治以前は、祇園祭でみられる縦長の

京風の形が多く、以降の近代の形は13代から造り始められたそうです。

　別表をご覧いただければお分かりのとおり、富岡八幡宮社中の神輿は宮元をはじめ、周慶作が数多く

あることがお分かりになると思います。

　ご興味がございましたら、是非とも「行徳ふれあい伝承館」にお足をお運び願えたらと思います。

　最後に、取材協力をいただいた行徳まちづくり協議会の皆様に感謝申し上げます。















出典：『行徳の歴史と神輿と祭り』

　　　　行徳まちづくり協議会　発行


